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――世界で感染が拡大し続けています。 

「インフルエンザと違い、新型コロナウイル

ス感染症は季節性がないと考えられている。

気温が高いアフリカなどで感染が増えている

のを見てもそれがわかる。長期戦になるので

はないかと心配している」 

「最初に患者が出た中国で、すぐに感染拡大

を防ぐための手が打たれなかったのが一番の

失敗だろう。感染症の情報は隠してはいけな

い。素早い公開がその後の対策を進めるうえ

でとても大切だ」 

「これまでの状況を見ていて、米国やイタリ

アなどで死者の割合が高いのが気になる。た

だ、これはウイルスの性質によるというより

も、一定の人口比を占める貧しい層が犠牲に

なっているのではないか」 

 

 

北里大学特別栄誉教授 大村智氏 

――なぜでしょうか。 

「こうした人たちは往々にして、健康状態がよくない。感染を防ぐための知識が不十分

で、行動も変えようとしない。体調が悪くても費用の問題からなかなか医師にかからない

ため、感染すると悪化しやすい。国民皆保険で誰もが同じような診療を受けられる日本と

は、明らかに違う」 

「結局、抵抗力がある人は生き延び、弱い人が淘汰される。過去の感染症で繰り返されて

きたようなことが、また起きているのかもしれない」 



――期待できる治療薬の候補も出てきました。 

「話題になっている抗ウイルス薬以外にも、使えそうなものがある。我々が開発し、ノー

ベル賞の授賞理由にもなったイベルメクチンという物質が、ウイルス感染を抑え治療効果

を示すことがわかってきた。分野横断的なチームをつくり外部の研究者の協力も得なが

ら、化学構造の似た数百の物質を片っ端から調べて最適なものを探している」 

「これらは天然に存在する土壌微生物がつくり出す物質がもとになっている。役に立たな

そうなものでも、決して捨てずに保管してきた。それが思わぬところで生きる」 

――人類の英知で危機は乗り切れますか。 

「治療薬はいずれできるが、それで感染症の脅威を切り抜けられると考えるのは甘い。世

の中には実に多くの感染症がある。新型コロナを克服できても、またきっと新たな感染症

が発生し国境を越えて広がるだろう」 

「現代人は感染症を避けようと、便利な製品や技術に依存してきた。たとえば除菌剤を多

用し、至る所を抗菌処理して安心しきっていた。それが通用しないことが、図らずも明ら

かになった」 

――では、どうすればよいと。 

「薬が必要な状態になる前に、病気の芽を摘めるようにするための科学が重視されるべき

だ。そのうえで、感染症の基本に立ち返り一人ひとりが先回りして自ら備えをしておく。

北里柴三郎先生が唱えた予防医学の考え方とも一致する」 

「特別に難しいことではない。身近なところでは、生活リズムをあらためる。きちんと食

事して栄養をとり、体力をつける。体調が悪いのに無理に仕事に出かけることはしない。

そんな当たり前のことが大切にされる社会に、少しでも近づくと期待したい」 

（聞き手は編集委員 安藤淳） 
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